
短大 FDSD 勉強会 

令和 3 年 2 月 17 日（水）13:00～14:00 

場所：管理棟２階 中会議室 

出席：10 名 

欠席：2 名 

 

テーマ：ディプロマ・サプリメントについて 

 

① ディプロマ・サプリメント（案）について 

【青木】 

ディプロマ・サプリメントの流れについて、報告。 

学修ポートフォリオの導入について→「自己評価のルーブリック」を導入している。 

短大では、ディプロマ・ポリシー（【知識・理解】【技能】【態度・志向性】【総合的な学習経験と

創造的思考力】）に書かれていることが、ディプロマ・サプリメントに明記される。 

 

 昨年度の教授会で審議しているため、今年度はこのフォーマットで実施する。 

 

② ディプロマ・サプリメントのバージョンアップの方向性について 

【西田】 

再来年度が、短大の評価のため、バージョンアップしていく必要がある。 

 学生の自己評価と教員の評価の両方を載せていく必要がある。 

 資料３「教職履修カルテ」がルーブリックに繋がる。 

 教職履修カルテのデジタル化は令和３年度の検討事項とする。 

 ポートフォリオに学修成果のみでなく、学生生活面について付記していく。 

 本学では、３つのポリシー以外に、「学生生活について」も明記している。 

 教学側と事務側でデザインしていく。 

 EM・IR 室の協力が必要。 

【山本】 

学修成果マトリックスから引き継いでいけば、スムーズにバージョンアップできる。 

 教職履修カルテのデジタル化は、OK。 

 自己評価のルーブリックをデジタル化すると、どのようにデザインしていくか。 

 学校生活の記録（例：行事毎や役割など）も良いのではないか。 

【矢野】 

 ルーブリックの記入方法 

 学期毎の評価。 

 

次回：3 月 17 日（水）13:00～14:00 


